
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事の合間に「ほっ」と一息。働く人の癒しマガジン 【癒え～る】 

YY  EE  LL  LL        
 

vol.14 

福島県福島市にある、1956 年に創業し、2016 年

で創業 60年目を迎えた「株式会社クラロン」。 

 2016 年 12 月 16 日、福島県福島市にある福島県立

福島西高等学校の野球部のみなさんは株式会社ク

ラロンを訪れました。そこで、株式会社クラロンの

会長の田中須美子さんと高校生たちとの対話が行

われました。今回の YELL では、その時の様子をお

伝えします！ 

× 

会長： 西高の野球部の皆さん今日はよ

くいらしてくださいました。ありがとう

ございます。学校のすぐ近くにクラロン

はあるのですが、ご存じない方もたくさ

んいらっしゃると思います。でも私の方

では西高さんに体操着をお納めしており

ますので、西高さんはお得意様、お客様

としてよく存じ上げております。いつも

ご愛顧をいただいておりましてありがと

うございます。 

 今日は思いがけずこのような機会をい

ただいて、まずは半田さんの方からご説

明があったと思いますが、クラロンの仕

事内容などを知っていただきたいと思い

ます。これまで講演会などでお話をした

ことがありますけれども、主に経営者の

方や年配の方相手が多かったのです。 

こうやって高校生の方を前にし、とても楽

しみにしておりました。よろしくお願いい

たします。 

 

（会社説明の映像鑑賞する） 

 

半田： 事前に西高の皆様からご質問を頂

戴しておりましたので、その質問からまず

お話いただきます。会長が（回答に）困っ

てしまいました質問がありまして、それに

ついては皆さんからのお話をお聞きした

いそうです。 
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会長 田中 須美子 

 

福島県立福島西高等学校 

× 

所長 半田 真仁 
株式会社クラロン 

野球部 
採用と教育研究所 

会長： 若い人たちとお話しするというの

はいいですね。エネルギーをたくさんもら

おうと思っております。今まで若い人から

の質問って受けたことがないものですか

ら、前もってどんな質問があるかを半田さ

んに知らせていただきました。そうしまし

たら、まず、一番は「人は何のために働く

のか」という質問をいただきました。 

これは私、初めての質問です。よく、「人

は何のために生きるのか。」そういうこと

は世間一般でお話ししますよね。でも「何

のために働くのか」ということになると、

私の年代では、何のためというよりも、働

くということは自然であって、よく昔は

「働かざる者食うべからず」「稼ぐに追い

つく貧乏なし」とか言いました。聞いたこ

とありますか？そういう言葉。初めて？ 

そういう言葉のある時代に育ったから「何

のために働くか」って聞かれると皆様にな

んとお答えしたらよいのか分かりません

でした。逆に皆さんに「では、何で働かな

いのか。働く必要がないのか」ということ

を私の方が質問したいと思いました。 

実はこのことで一晩頭を悩ませまして、

一週間前に東京で尊敬する法政大学の坂

本教授にお目にかかった際に「こういうわ

けで一週間後に若い方の前でお話するこ

とになっているのですが、先生はどう思わ

れますか。」と教えを頂きました。 

すると坂本教授は、それは「人の役に立つ

ため」、そしてもう一つ「人に感謝された

いため」、それから「人に必要とされたい

ため」、さらに「人に愛されたいため」と

おっしゃいました。 

そのとき私は、それに１つ付け加えまし

た。それは、「自分のために働く」という

ことです。今までの４つは、人のために働

くことでした。でも自分のために働くとい

うことも大事ではないかと思うのです。 

この４つの言葉に私の１つの言葉を加

えて、私自身の思っていることとして皆さ

んに今お話ししました。人の役に立つとい

うことや人に喜んでもらうということは、 

やっぱり嬉しいですよね。人の役に立つこと

が嬉しいというのは自己満足であっても、や

っぱり嬉しいですよね。 

頼りにされる、信頼されるというのも嬉し

いことです。 

次第に坂本教授のおっしゃった言葉が胸

にしみて来ました。 

逆に働かなくてもいいやと、働く必要がな

いと思っている方はいらっしゃるのでしょ

うか？ 

病気や何かで働けなくなったということ

とは別にして。ふつうの健康体、ふつうの精

神を持っている人が。 

だから、働くということは、生きていると

いう証拠だと思うのですよ。 

生きているから働くのです。 

 では、なぜ生きているのかということにな

ったら、これはやっぱり自分が勝手に生まれ

てきたのではない。やはり、この世に生まれ

てきたということは、天の恵み、神の恵みで

あって別に偶然でもないのです。必然性があ

って生まれてきたのですから。 

 生まれてきたからには、やはり今の４つの

言葉に繋がるはずです。「なぜ生きるのか」

と「なぜ働くのか」の定義は同じではないか

と思いました。 

それについては逆に皆さんの意見を聞き

たいと思っておりました。ちゃんとペンも用

意してありますからおっしゃってください。 

先生： ではまず、キャプテンから。 

生徒（キャプテン）： 働かないと収入を得

られないわけですので、収入を得て、将来家

族ができたら家族を養い、生活をしていくた

めだと思います。 
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会長： そうですね。それは必要なことで

すよね。お金を得る、収入を得る。言いに

くいことであっても、これは一番必要なこ

とですよね。 

先生： では次は、公務員希望の生徒から。 

生徒（公務員希望）： 自分は今消防士にな

りたいと思っています。人それぞれの仕事

に対してどうしてこの仕事を選んだのかと

言うと。自分は地域の人や、社会の人に貢

献できるような仕事に就きたいと思ってい

ます。将来は消防士になって社会や地域の

人のために働きたいと思っています。 

会長： 今は皆さん学生だから、学校での

学業に励む、あとは皆さん野球部だからス

ポーツに励む。そして、社会に出たら自分

に合った職業を見つけるということが一番

大事なことですよね。今おっしゃったよう

に消防士になるとか。実は私の甥は消防署

の所長だったのです。もう亡くなりました

けど。福島市の消防署長。頑張ってくださ

い。 

生徒： ありがとうございます。 

会長： 火を消してください。恋の火は消

さないで。(一同笑) 

先生： もう１人いきますか。 

生徒： 自分は仕事といわれるとよく分か

らなかったので、自分が今やっている野球

で考えてみました。何のために野球をやっ

ているのかというのを考えてみると、野球

は今後自分が社会に出た時に役に立つこと

が一番学べるスポーツだと思います。 

体力と忍耐力というのはどんな仕事に就い

ても必要なことだと思うので、自分は人間

に生まれてきたからにはしっかり働きたい

と思います。また、先輩と同級生が言った

ように楽しく生きるためにも必要なことだ

と思いました。 

会長： とてもいいことだわね。今スポー

ツで頑張っているというのは。社会に出て

もスポーツで頑張るという、スポーツを職

業にすることもあるわけですからね。今若

いうちは、スポーツをやって身体を鍛えま

しょう。「健全な肉体に、健全な精神が宿る」

ということわざが昔からありますよね。ま

ずは身体を丈夫にして、やはり頭が健全で

なければ、身体もついていかないですし、

両方健全にしましょう。とってもいいこと

ですから、スポーツで頑張ってください。 

生徒： はい。ありがとうございます。 

会長： 次に行きましょうか。「仕事をする

上で大切にしていることは何でしょうか」

という質問がありました。自分の出来る仕

事を見つけるということも大切。それから、

その仕事に就いていくことも大切。特に男

性の方は一生の仕事にしていかなければな

らない。そういう覚悟もしていかねばなら

ないと思います。でも私はそうばかりとも

思いません。仕事は辛いこと、苦労なこと

ではなく、楽しくやれる仕事を見つけるこ

とも大切です。うちの会社には障がい者が

３５名います。その一人がある時病気にな

って、２週間休みました。そして、退院し

た次の日出勤してきたので、私は「こんな

に早く出てきていいの？まだ体が慣れなく

ても大丈夫なの？」と言ったのですよ。そ

うしたら、やはり貧血で倒れてしまったの

です。だから私は「少し休みなさい。うち

の会社はあなたが何日休んでも解雇するな

んてことはしませんから。」と言って帰した

のですが、一日休んで次の日にまた出勤し

てきました。 

これは親御さんが、「お前早く行かないと

会社クビになるよ。」と言ったのじゃないか

と思っていたのです。それからしばらく経

ってその方の親御さんとお会いした折に、

ｗ 

▲高校生の話す内容に耳を傾ける田中会長 

▲対話の様子 

「あんなに早く出させないで、もう少し休

ませたら。」と言ったところ、実は本人が「会

社に働きに行くのが楽しい。お友達に会う

のが楽しい。お昼にみんなでお弁当を食べ

るのが楽しい。おしゃべりするのも楽しい。

だから家にいるより、会社にいる方が楽し

い。」と言って無理やり働きに出ていったと

いうことだったのです。 

また、ある子が、忌引きの時も休まない

で出てきたのですよ。私びっくりしまして、

この時も親御さんに忌引きなのに大丈夫な

のかと電話してみると、やっぱり本人が「会

社に出て行くのが楽しい」って言うのだそ

うなのです。それを聞かされた時は本当に

この会社をやっていて良かったと思いまし

た。殊に障がいを持っている子供というの

はすぐにはどこでも雇ってくれないのです

よ。会社で皆さんを採用しているというこ

とは何かやはり社会にとっても私たちも貢

献しているのじゃないかと、この会社は絶

対に無くしちゃいけないと、そういう風に

思いました。 

だから、やはり仕事というものは楽しく

やるべきだと思います。そうでなくては続

かないですし。それでもし、自分が職業に

就いても、「これは自分に合わないのじゃな

いか」と思うことがあるかもしれません。

でも私は「道はひとつではない」と思いま

す。いくつでも道はあると思います。よく

昔の人に自分の道は一本道だと言われた方

がいらっしゃるけれども、私は、道は何本

でもあっていいと思うのです。だから決し

てへこたれるなと。そしてもし自分に合わ

ないのではないかという時はもう引き返し

ましょう。よく山に行って遭難した話があ

りますが、どうしても頂上まで登り切りた

いという気持ちで登って行っても引き返す

のも勇気なのです。皆さんも聞いたことが

あると思いますが、引き返すことも勇気な

のです。だから「自分の進む道は一本だけ

ではない」と、そういう風に思ってもいい

のではないでしょうか。 

半田： ありがとうございます。 

会長： 皆さん、何年生ですか？３年生？ 

先生： １年生と２年生です。 

会長： となるとまだこれから一年二年はあ

るわけですね。そうすると将来自分の就く職

業についてはどうなのですか今から考えて

いるものなのですか？ 

先生： やはり公務員志望とか就職希望の生

徒は考えていると思うのですけれども。 

会長： 皆さん自分のこれからの職業につい

て考えていますか？ 

先生： 自分の職業のことについて誰がどの

くらいまで考えているのか、私も分からない

のです。 

半田： では、聞いてみましょうか。 

会長： はい。 

半田： では、あちらの方から。 

生徒： 自分は今、高校卒業後に就職を考え

ています。ただ、自分に合っているもの、自

分に適しているもの、自分のやりたいことと

いうのが具体的に見つからなくて。今のとこ

ろ卒業後について具体的に考えると何も決

まっていないというような状況です。 

会長： やっぱりお家の職業を継ぐというの

もあるからね。 

先生： 彼のご両親は飲食店を経営されてい

ます。 

会長： それでは将来、ご両親はやはりお店

を継いでもらいたいとお考えなのですか？

生徒： 父は自分自身が親に無理やり店を継

がされた経験があって、自分には自由な将来

を歩んでいいと言ってくれています。 

会長： 親御さんとしての気持ちだわね。 
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やっぱり親御さんは自分の仕事を継いでも

らいたいという気持ちと自分が苦労したか

らこそ子供には違う道を歩んでほしいとい

う気持ちがありますよね。でも皆さん決まっ

ているというのは素晴らしいことですね。2

年生 1年生でね。すごいですね。 

私が 91 歳だから皆さんは曾孫くらいの年

齢だけれども私が皆さんくらいの年齢の当

時は昭和 14 年くらいでしょうか、昔は女学

校と呼ばれていたのですが、その頃は 16 歳。

職業はみんな親が決めていたのです。男の子

も。女の子は職業につくなんて事なかったで

すから。もう結婚するのが当たり前、嫁に行

くのが当たり前。だから私たちもそういうこ

とを初めから言われてきましたし、私は 3歳

のときからもうお婿さんになる人が決まっ

ていましたから。何も知らない人ですよ。反

抗して今の状態ですけれども。その人とは結

婚しませんでしたけれども。 

半田： 会長は大好きなのです、旦那さんの

ことが。 

会長も職業安定所に行って「ひめゆり部

隊」に志願されたのですよね。 

会長： 挺身隊というものがありましてね。

戦争中に。職業紹介所、今で言うハローワー

クに自分で行って、沖縄に行きますといって

サインをして親にも無断で志願したのです。

そうしましたらなんとその職業紹介所の所

長さんが私の父と友達だったのです。私は全

然知らなかったのですけれども所長さんが

住所と名前から私だと気付いて父に電話し

てしまったのです。父はもうびっくり仰天。

私は監禁されてしまいました。 

その当時、私は秋田の方のある繊維組合で

働いていました。男性は皆召集されていなく

なってしまったので、１９歳の時にはもう組

合の所長の次の地位になって仕事をしてい

ました。「日本は絶対に勝つ」と思わされて

いる中で挺身隊に行くぞと思っていました

ら、その年に終戦になったので、行かずに済

んだのですけれども。 

半田： 行かれていたら間違いなく、今この

世にはいらっしゃらなかったですね。 

会長： そうですね。でもあの時は行って

ももうかまわないという気持ちでしたし、

今でもそう思っています。別に行かなくて

よかったなとは全然思っていませんね。そ

れだけその時の情熱というか信念というか

純真だというか気持ちがありまして。今で

もその気持ちは持っています。もちろんそ

の後主人と結婚して、それはそれで幸せな

生活でしたけれども。生きて主人と巡り会

ったおかげでとても幸せな人生になったと

今でも思っております。ちょっとお惚気話

になってしまいましたね。 

半田： この話の流れで行くと、明日にな

ってしまいますね。(一同笑) 

それでは次の質問にうつりましょうか。 

次は、「若者にこういう生き方をしてほしい

というようなことはありますか？」という

ご質問でした。 

会長： これは先ほどにも言いましたよう

に自分の将来ってものを一本の道ではなく

何本も道があると捉えた上で、迷っていた

ら引き返すということですね。それからも

う一つ皆さんにお願いしたいことがありま

す。それは「尊敬する師を見つけること」

そして「友人を作ること」です。それには

出会いを作ること。そしてさらに出会いの

中から「心の友」を見つけることですね。

親友は別に１人だけではなくていいと思い

ます。2 人でも 3 人でも親友を見つけるこ

とです。そしてさらに愛する人を見つける

こと。これは人生の上で私は一番大事なこ

とだと思います。そして私は今それを実行

しております。愛する人は天国に行ってし

まいましたけれども、心の友とする人は何

人もいます。だから今私は独りではない。

そして半田さんのお友達がおっしゃった言

葉「あなたは独りではないよ。そばに誰か

がいるよ」という言葉にいつも感動してお

ります。人と人との繋がりを大事にするこ

とです。皆さん親友はおりますか？よかっ

た。寂しくないよ友達がいると。男とか女

とか関係なく。 
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昔の格言に「小人(しょうにん・心が小さい

人)は縁を見つけても縁を知らず」そして「中

人(ちゅうじん・普通の人)は縁に出会っても

縁に気づかない」さらに「大人(たいじん・

立派な大人)は袖擦りあうも縁を生かす」と

いうものがあります。私は今半田さんと縁を

作っていますけれどもその縁も平成 25 年で

すから 3 年前からですね。ある学校の教員採

用試験の面接官をした時に初めてお会いし

まして、担当が別になったのでその時に名刺

を交換したきりお会いしなかったのですけ

れども、半年後に法政大学の坂本教授の講演

会の場面で偶然再会いたしまして、名前も忘

れていたのですけれどもそうこうしている

うちにバタバタと今のような状態になって

おります。今では私の独り善がりですけども

心の友にさせてもらっています。 

半田： ありがとうございます。私はまだ３

８歳なのですけれども、会長は年下からでも

年齢関係なく学べる姿勢というのがすごい

なといつも思っております。 

会長： 私の話は多分年寄りくさいと思いま

すよ。半田さんが私に合わせてくれているの

だと思います。これも思いやりですね。 

 そして次は「感謝の心を持つ」これも大事

ですね。これは誰に対しても同じことです。

感謝の心のない所には幸せは生まれないと

思います。感謝しましょう。実は私の主人が

亡くなった時に、机の引き出しを開けてみま

したら 1 枚のメモが入っておりました。それ

は主人が書いたメモだったのですけれども、

その中にいくつかのことが書かれていまし

た。それは「感謝をしたか」「挨拶をしたか」

「感動をしたか」「この日一日満足の日であ

ったか」そして「油断はするな」でした。と

いうのも会社を経営している関係上、やはり

世情に対しても経済に対しても油断をしな

いでやれ、という意味だったと思って今でも

大事にしております。油断をするなというと

悪い意味に取る人もいるかもしれませんけ

ども、やはりそれは私の大事な言葉となって

おります。皆さんも何か好きな言葉ってある

でしょ？ 

先生： では、好きな言葉を聞いてみまし

ょうか。 

生徒： 好きな言葉は今までは無かったの

ですけれども、田中会長のお話を聞いてこ

れからは「感謝」の言葉を大切にしていき

たいなと思いました。 

会長： はい、そうしてくださいね。感謝

っていうのは誰相手にでも出来ることで

しょう。まずは両親に感謝してください。

一番大事なのは両親です。そして兄弟、お

友達。今、皆さんは反抗期ですか？ 

半田： 今、反抗期の方いらっしゃいます

か？(一同笑) 

会長：あんまりいませんね。 

半田： 今、思春期の方はいらっしゃいま

すか？(一同笑) 

会長： 反抗期って男性より女性のほうが

面倒臭いじゃない？ 

女子生徒： いえ、あまりそんなことはな

いです。 

会長： 偉いわねぇ。反抗期だと親と喋り

たくないでしょ？親もどう扱ったらいい

か迷っているのですよ。可哀想なのは親の

方ですよ。小学 3年生の教科書の「生産」

のところでクラロンが紹介されていて、授

業の一環で福島市内の学校の多くの生徒

が見学に来るのです。 
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すると主人はいつも工場の案内の他に色々

なことを学校の先生以上にお話ししており

ました。先生の講義よりも楽しいと言って

もらえた事もありました。その時に「親に

向かって私を生んでくれてありがとうと言

ってごらんなさい、お母さんたち感激する

よ」とお話をしたところ、後に生徒さんか

ら感想文をいただいたことがありました。

台所でお母さんが家事をしている時にそっ

と後ろから腕を回して「お母さん、僕を産

んでくれてありがとう」と言ったらお母さ

んがびっくりしてぼろぼろと泣き出してし

まったそうなのです。私ももしそんなこと

を言われたら泣きますよね。親は皆さんを

産んでここまで育てて、素直な子に育てさ

せたいと思っていてもそういう時に反抗さ

れるとどうしたらいいのか、本当に可哀想

に思います。迷っているのですもの。 

でも皆さんどうしても照れくさいという

のなら、食事しているときにでも「今日の

○○美味いよ」とひと言言ってみてごらん

なさい。明日からすごいご馳走出るから。

(一同笑) 

言うのは勇気がいると思いますが。お母さ

んきっと喜びますよ。やってみましょう。 

先生：好きな言葉をもう一人くらい聞いて

みましょう。誰か好きな言葉を言ってみて

ください。 

生徒： ジャージに刺繍で)自分の好きな言

葉を入れているのですが、「一戦千笑」とい

う言葉で、ずっと笑っていられるように野

球をしていたいので入れました。 

半田： ジャージに入ってらっしゃるので

す。 

会長： 「応援は力なり」なんて言葉もあ

りますね。私は主人の後を引き継いで福島

県の体操協会の会長をしていて各地によく

応援に行っていました。スポーツは苦手な

のですが好きなスポーツがひとつありま

す。日本古来の「薙刀」です。ちなみに主

人は剣道で皇居の御前試合の選手に選ばれ

たこともありました。 

私の女学校時代の薙刀の経験の中でも先生

に「参った！」と言わせたことは今でも自

慢できることです。ぜひ皆さんも野球で監

督に参ったと言わせるくらい頑張ってくだ

さい。ところでその一戦千笑とはどういう

意味なのですか？ 

生徒： 自分は結構明るい方なので、プレ

ーで落ち込んだりしないようにという意味

も込めました。 

会長： 自分でそういう風に言葉を作って

それを信念に持てるということは良いこと

だと思います。多くの試合に全力を注いで

自分も笑いたい、そして相手も笑わせたい

ということですね。頑張ってください。 

半田： （元プロ野球選手の）新庄みたい

な感じですね。それでは次に４番目の質問

ですね。「大切にしている言葉はあります

か」という、ご質問でした。 

会長： 皆さんもきっとあると思います、

大切な言葉。これは昔からの言葉でなくて

も自分で作った言葉でもいいです。私はた

くさんあります。91 歳まで生きているとた

くさんの言葉が。その時代によって変わっ

てもきますが変わらないで持っているとい

う言葉があります。それは「人は鏡」とい

う言葉です。今の時代はあまり使いません

が、言い換えると「人の振り見て我が振り

直せ」の意味です。例えば相手が変な態度

をしているとか変な言葉を使うとか変な服

装をしているだとかいうような時、又自分

がやられて嫌なことは自分も相手にやらな

いということです。ですから「人は鏡」を

私は若い頃から自分の大切な言葉にしてい

ました。 

 それからもう一つは半田さんにもいつか

申し上げましたが「一期一会」。これは皆さ

んもよくご存知だと思います。それから「一

座建立」と「余情残心」がありますね。 

この３つの言葉は実は茶の湯の言葉の中

から井伊(直弼)大老が言った言葉なので

す。これは半田さんがよく調べてくださっ

た言葉なので説明お願いいたします。 

半田： はい。３つセットの言葉なのです

が、「一期一会」という言葉は皆さんご存

知のように今日皆さんとお会いしている

ことですね。茶の湯というのは元々戦の前

のこれから死ぬかもしれないという時に

お茶を飲んで身震いさせるもので、皆さん

で言うところの試合前の円陣を組むこと

のような行為なのです。戦は基本的に殺し

合いですから「今日が最後かもしれない」

という一期一会の気持ちでお会いさせて

いただくということでした。クラロンさん

のおもてなしは全てこの３つの言葉に凝

縮されていますね。   

「一座建立」という言葉は男性より女性

の方がありがちなのですけれども、お食事

などに行かれるとどうしても仲良し同士

でお話をすることが多いのですが、本日の

ような一座(人の一集団)の時は一つの話

題で一人ぼっちの誰かを残さないように

皆で会話をしましょうという事です。これ

はお茶を立てるリーダーがそういうおも

てなしの心で座を盛り立てていこうとい

うものです。 

「余情残心」というのは帰り際に「もう

少し皆さんとお会いしたいなぁ」という心

を残した状態で最後までお見送りをして

差し上げるということです。相手も「もう

少しあなたとお会いしたいなぁ」という時

に「また」という気持ちをしっかり背中に

残して帰っていただくというような言葉

になります。 

会長： ということで私もこの言葉は一番

好きです。人は鏡というのは子供の時から

の私の心情でしたが。ですから会社にいら

したお客様でも、それから皆さんにこうし

て集まってもらった時でも一期一会です。

再びお目にかかることは無いかも知れま

せん。どこかでは会うかも知れません。で

も今が一番大事な時、今ここでおもてなし

をしようという気持ちで私は皆さんと向

き合っています。 

それから一座建立は皆さんと同じお話

をする皆さんと同じ心構えをして一つの

話題で 

話題でお話をしあう、楽しみあうということ

です。余情残心は半田さんがおっしゃったよ

うに名残を心に持ちながらまた機会があっ

たらおいでくださいねという心を込めてお

見送りをする、今日はそういう気持ちで皆さ

んとお話をしているつもりです。ということ

で丁度時間になりました。 

半田： 何かご質問ありましたらお願い致し

ます。 

生徒： 会長さんにとって「生き甲斐」とは

何ですか。 

会長： 私の生き甲斐は、まずはこの会社を

いつまでも長く経営していきたいというこ

とです。理由は障がいのある社員がいるから

です。障がい者は身体障がい者と知的障がい

者、精神障がい者の３つに分けられます。う

ちの会社でいるのは知的障がい者が多いの

ですが、重複している人も少なくありませ

ん。今は働いてくれているそうした社員たち

がいつかは定年退職しなければならない時

が来ます。その時にどうするか、というのが

今私の一番の悩みなのです。働けるうちは働

いてもらえばいいのですが働けなくなった

場合にどうするか。そうした方を収容してく

れる施設を今考えています。それを見つけて

いくことが一つの使命です。 

それから精神対話士というものがありま

す。私は年齢も年齢ですので力をもって何か

をすることは出来ません。しかし、震災でい

まだ苦しんでいる方などのお話を聞いてあ

げることは出来ます。皆さんも誰かから相談

を受けたときに真剣になってお話を聞いて

あげる、それが一つの精神対話士という言葉

に詰まっていると思います。皆さんも是非お

友達の頼りになれるようになってあげられ

たらいいと思います。私もそのつもりでおり

ます。それが今のところの生き甲斐を見つけ

る一つの鍵だと思っています。 

半田： 突然話が変わりますけど、健康の秘

訣は「歯」ですよね。会長は全部ご自分の歯

なのですよね。会長が好きな食べ物あるので

すよね？ 

会長： シャケ！(即答で一同笑) 

シャケと言っても（シャケの）皮。栄養ある

のですよ。 
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半田： 会長のご自宅に行くと夜なのに

豆とかアーモンドとかバリバリ食べられ

るのですよ。ご自分の歯なので。 

会長： 全部自分の歯です。歯医者さん

からはあんまり硬いものは食べないでく

ださいと言われています。だんだん歳と

ってくると歯も弱くなりますから。でも

柔らかいものは食べ甲斐がなくてね。こ

っそり隠れてバリバリと食べています。

(一同笑) 

音出なくちゃ駄目だからね。 

半田： 南部せんべいとかよく二人で夜

食べます。 

会長： 昨日青森に出張した従業員がい

たのだけれど南部せんべい買ってきてく

れて。(一同笑) 知れ渡っているのね。

特に胡麻の南部せんべいが好きなのをみ

んな知っていていつも買ってきてくれる

のです。半田さんがダンボール一箱分の

南部せんべいをくれたこともありまし

た。ご飯より好き。変な話になったね。

皆さん野球やられている以上身体は元気

ですよね？ 

半田： 会長は夜中に片足立ちでトレー

ニングされたりするのですよね？私は負

けます。 

会長： 若い方は何分もやられると思い

ますが、私は今頑張れば 1 分間くらいは

出来ます。 
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半田： 朝は新聞一紙読まれて昼には新聞二

誌読んでとか、あとは中国の漢和辞典の故事

成語とか読まれていますよね。クラロンさん

と会長の本当に面白い話があるのでそれは

また次回ということで。 

先生： 分かりました、以上ということで。 

会長： それでは「余情残心」を持って、皆

さんとお別れということで。またどこかで会

いましょう。でも私音痴なのです。というの

は音楽も音痴なのですが人音痴でもあるの

です。一度お目にかかってもまた初めまして

と言うかもしれませんから、その場合は「あ

の時会ったでしょ」と言ってくだされば思い

出しますから。 

半田： 本日は会長から皆さんへプレゼント

がございます。中を開けてもらってよろしい

ですか。   

 

(福島西高等学校野球部のテーマである「青

春激走」の字が入ったタオルを持って集合写

真へ) 

 

 

shinzi 書 
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株式会社クラロン 

 会社概要 

 株式会社クラロンは 1956(昭和 31)年に、故・田中

善六さんと、妻須美子さん(現会長)が、メリヤス肌

着の会社を社員ごと引き受け、福島市で創立した。 

今年で創業 60 年。1964 年の東京オリンピックを機に

「これからはスポーツ衣料の時代になる」と、事業

の中心を肌着からスポーツ衣料に移した。 

 現在は東北や新潟、栃木、茨城などの幼稚園、小

学校、中学校、高校、福祉施設など約 1,200 の施設

に、運動着や介護衣料などを納めている。製造販売

のほか、刺しゅうも一貫作業で行うことから、学校

ごとのデザインなど細かい注文でも定評がある。 

 経営方針は「すべての人が望む健康づくりのため、

スポーツウェア製造を通じ、社会に立って研究開発

に努めた製品を廉価に提供することによって、学校

教育やスポーツの発展に寄与する」としている。 

 創業当時の従業員は 7 人。そのうち 3 人は障がい

者だった。1969 年、中学校の先生から「知的障がい

のある子を採用してくれないか」と依頼を受け、数

人を雇用した。現在の社員 134 人のうち障がい者は

36 人いる。 

社員の定年は 60歳としているが、希望すれば延長

することができる。現在は 60 歳以上の従業員が 20

人に上る。最高齢は 80歳の女性営業課長。管理職の

半分以上を女性が占めているのも特長だ。 

敷地内には工場倉庫と事務館。かつては、障がい

者や母子家庭の人たちが住む寮として、3階建ての福

祉会館も設けていた。 

 2015 年、第 5 回「日本でいちばん大切にしたい会

社 大賞」厚生労働大臣賞に選ばれた。 

 

 

企業、自治体等の採用と教

育を手がける。福島の企業を

中心に、いい会社を目的に「仁

財育成」のサポーターとして

定評がある。 

笑いが溢れ楽しく役立つ講

演は経営者から学生まで幅広

く人気で全国を駆け回る。 

YELL 14 号  発行 / 採用と教育研究所 

〒960-8055  福島県福島市野田町 6-7-8 B103 

TEL 024-529-5153     FAX 024-529-5794 

E-mail: info@saiyoutokyouiku.com 

http://www.saiyoutokyouiku.com 

福島県立福島西高等学校 野球部 

長らく女子校であったが、平成 7年に「福島西女子

高等学校」から「福島西高等学校」と校名変更され、

男女共学となった。 

野球部は平成 8年創部、今年で 22年目となる。 

創部以来、20 年間専用グラウンドとして使用してき

た地元企業の土地が平成 27 年 9 月末をもって使用で

きなくなり、練習場所を失った。学校の校庭を最大 4

つの部活動とシェアしながら練習することとなった。

テーマは先輩より受け継ぐ「青春激走」。逆境を受け

入れ、たくましく活動している。 

地域に根ざした部活動を目指し、様々な活動を精力

的に行っている。 

▲『日本でいちばん大切にしたい会社』大賞にて、表彰

を受ける田中須美子会長(中央) 

▲毎年、クリスマスにサンタクロースの格好をして、

地域のゴミ拾いを行っている。 

採用と教育研究所 


